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昭和32年度は日立電線株式会社が日立製作所より分離

独立後の第1年目にあたる｡

32年度も各分野にわたり技術的開発がきわめて活発に

行われたが,特に超高圧送電用電線,ケーブルにおいて

めざましいものがあった｡

その一つとして復導体送電方式についての最大規模の

実験があげられる｡これほ電源開発株式会社と協同によ

って行われたもので多くの成果を得た｡

電源開発株式会社の奥只見幹線をはじめとし,東京電

力株式会社,東北電力株式会社,九州電力株式会社など

において超高圧送電線新設ないし既設送電線の昇圧化の

ため複導体方式の採用が予定されているおりから,その

研究結果は各方面から注目されている｡

一方地中電力ケーブル関係でほ関西電力株式会社に70

kV3×60mm20Fケーブルを納入したのを始め,新製品

抽入コットレルケーブルの完成など多くの成果を得た｡

通信ケーブル関係では米国ウェスタン社向けの大量の

市内ケーブルの輸出が特筆されるが,ウェスタン祉から

派遣された技術者の品質管理をはじめとする有益な技術

指導は日立電線の同ケーブル製造技術の飛躍的な進歩を

もたらし,その品質は世界的水準にまで達したといって

も過言ではないと考える｡

第1図 超高庁同心円筒における全コロナ

領域のコロナストリーマ放電状況

なお日本電信電話公社との共同開発による局内ケーブ

ルのプリント方式による線心色別方式の確立,発泡ポリ

エチレン,低圧重合ポリエチレンの活用などプラスチッ

ク通信ケーブルの改良が目だっている｡

そのほかゴムとポリエチレンの中間的性質をもつハイ

複導体垂直布設

第2図 多導体送電線短絡実験の状況
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バロンを利用したハイパロン制御ケーブルの完成,三菱

鉱業株式会社の指導のもとに製品化に成功した日立防爆

型クp∵ロブレンキャブタイヤケーブルの大量納入など特

筆に価するものが多い｡

以下昭和32年度における援引鋼勺成果の跡を

として簡手酎こ紹介することとする｡

24.1ACSR(鋼心アルミ

近時送電電力量の増大に伴い,安定送

あるいはラジオ障害問題などの観点から,

品を中心

容量の増加,

多導体架線カ

式の採用が考慮され,論議の焦点となっている｡

しかしながら,これら架線方式には機械的問題が大き

な要件となり,そのため山間地蒋(積雪地帯)では単導

体方式を,平坦地でほ複導体方式を採用する傾向にある｡

日立電線株式会社では単導体方式における各種問題か

らACSRの構造を検討する一方,多導体方式における種

々の電気的および機械的問題ならびに架線時の弛度の計

算法などを振り上げ,大規模な研究を進めている｡

すなわち,コロナ問題に関してほ実際に近い試験送

線によってコロナ測定を行う以外に,弟l図に示すよう

に超高圧同心円筒によってコロナパルスの

の解析を行っている｡

また多 体架線方式の問題に関しては,

本的な現象

派閥発株式

会社と協同で導体の配列法による短絡時(短絡電流,実

効値10,000A前後)の各導体の振動の状況の解明を実際

と同規模の試験送 線(スパン350m)によって行うと

ともに,その際の導体相互間の吸引

加わる応力,スペーサの種

撃力,スペーサに

による影響あるいは復導体

が捻回した場合の復元力などの検討を行っている｡弟2

図ほその実鹸の状況を示す｡

従来の610mm2ACSRはその構造上積雪のひどい山

嶽地帯でほその機械的強度に不安がある｡

日立 線では今回機械的強度の増大およぴコロナ発生

の軽減を目的とする第3図に示すようなスムースボディ

ACSRを試作した｡

このACSRは素線の 合せ間隙が小さく表面が平滑

であるため次のような特長をもっている｡

(a)外径を同じにした場合従来のものに比べて機械

的強度が大きく,610mm2の場合抗張力が1.4倍とな

る｡

(b)コロナ特性がよく,275kVにおけるコロナ雑

音レベルは晴天および曇天時で従来のものより約10

db程度低い(弟4図参照)｡

24.2 送配電用ケーブル

最近送電容量の増大に伴い送電線の

に促進されているが,地下発

高圧化が世界的

所の開発,超宵圧送電解
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第3図 610mm2スムースボディACSR
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第4図 610mm2スムースボディACSRのコロナ

雑音電圧特性(平均特性曲線)

の都市導入などにより,欧米においては300～425kV級

の地中ケ ーブルの

なお地下発

用化が 目だっている｡

所における建家容積の節約に大きな効果

をもたらす変圧器とOFケーブルとの直結接続方式は

特に欧州において発達しており,日立電線でほ日立製作

所変圧器部門とタイアップしてこの方式の早期開発に努

力している｡



第5図 154kV OFケーブル試験状況

一方わが国においては東京都ならびに大阪市内に

60kVまたほ70kVによる送電線環状ルートの建設が着

手され,さらにその外側に154～275kV環状幹線を設け

る計画が進められ,ここ数年以内にその実現が期待され

ている｡

24.2.10Fケーブル

以上のような内外の情勢にかんがみ日立電線において

は増大するOFケーブルの需要に即応すべく,154kV級

OFケーブルの試作検討,60kV級OFケーブルの量産

態勢の整備を行ってきた｡

まず154kV OFケーブルについては,31年度に完成

した単心200mm2普通 線の OFケーブルに引続き,

セグメンタル(成型)導体ケーブルを試作した｡弟5図

はニチリット(フェノール樹脂積層ロールド管の日立商

品名)製の特別に設計した簡易端末を用いて試験してい

る状況を示す｡

インパルス破壊電圧は1,000kV,交流長時間政壊電圧

は,310kVであった｡

超高圧電力ケーブルにはきわめて厚い絶縁を必要とす

るため,絶縁体の機械的問題,特に紙の挫屈の問題や紙

質の問題が重要となってくる｡このような点についても

究明を進め絶縁厚減少の可胎性を検討している｡

またセグメンタルケーブルには導体上にカーボン紙を

巻いたものも製造し,その効果を検討している｡

次に60kV級OFケーブルについては量産化の一環

として,スイス,マエフア一社より新鋭撚線機の購入,

空気

第6図 日立電線工場納OFケーブル布設状況

節を行い得る新紙巻機工場の増築などを行ってき

たが,製品としては東京電力株式会社平沢支線につなが

る日立電線工場自家用の60kV3×80mm2約240mを

製造布設したほか,東邦亜鉛株式会社安中製錬所に同一

サイズのもの約400Inを納入した｡また70kVケーブル

としては関西 力株式会社より 3×60mm2約1,000m

を受注し納入した｡このケーブルは工事一切を日立電線

で行ったが,7個の普通型接続函を有するものである｡

給油方式は片端FT給油によっている｡

弟る図にOFケーブルの布設状況を示す｡

以上ほ60kV以上のOFケーブルの概況であるが,

この技術をコットレルケーブルに適用して,いわゆる

OF型コットレルケーブルを造った｡

従来のソリッド型コットレルケーブルほ,周囲温度が

600Cにも上る暑熱気中に垂直布設されるという悪条件

のため,絶縁油の流下を起しやすく,そのため絶縁破壊

事故をひき起す懸念があった｡

この点を改良するため導体を中空撚線とし,低粘度の

絶縁油を含浸したOF型コットレルケーブルを考案し

た｡鉛被ほ亜鉛メッキ鋼帯で補強されクロ∵ロブレン防蝕

ジャケットを被覆する｡油槽はきわめて簡単な重力型給

油槽または圧力型給油槽を用いる｡

端末処理も簡単に行えるように工夫し,ソリッド型と

ほぼ同様の要領で施工される｡このようにケーブル自体

としてはOFケーブルの特長を生かしながら,取扱上ま

たは価格的には従来のソリッド型と大差のない範囲にと

→㌔｢
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第7国 日立セメソトにおけるOF型コットレル

ケーブル布設状況

第8図 直結式ケーブルヘッドの試験状況

どめるようにした点が特長である｡

すでに日立セメント株式会社,日本鉱業株式会社など

に納入し,好調に運転を続けている｡弟7図に日立セメ

ント株式会社における布設状況を示す｡

次にケーブルと変圧器を密閉型につなぐいわゆる直結

式ケーブルヘッドがある｡この方式は欧州において発達

しているもので,ケーブルの電圧は15kVから425kV

まで広範囲にわたっている｡この直結方式では高電圧部

分はすべてタンク内に収容されるので,絶縁に必要な空

間をはぶくことができ,それだけ発変電所の建家容積を

縮少することができる｡これが地下発変電所およぴその

ブ ル 159

ほかの容積を限定される発変電所において使用される理

由である｡また碍子の塩告対策としても有効な方法であ

る｡日立電線ではいち早くこれに着目し,日立製作所変

圧器部門の協力を得て車力に研究を進めている｡

この変圧器直結ヘッドにおいて問題となるおもな点を

列記すれば次のとおりである｡

(1)高温の変圧器油中にケーブルヘッドを設置した

場合にはヘッド内の温度は著しく高いものとなり,ヘ

ッド内部絶縁体の劣化が促進される｡このためヘッド

周囲の油の温度をどの程度にまで冷却する必要がある

かを検討しなければならない｡

(2)変圧器の振動によるケーブル鉛被の疲労を防止

する必要がある｡

(3)直 方式でほケーブルと変圧器の接続点に避雷

器を設置することができないので,サージに対して系

統をどのように保護するかの問題が生ずる｡

以上の問題′点について日立電線では種々実験を行い検

討を進めているが,特に温度上昇の問題は前記の154kV

単心OFケーブルを使用して測定を行い結論を得てい

る｡また鉛被の振動疲労についても明るい見通しを得て

おり,変圧器直結ケーブルの実現に万全の準備を行って

いる｡

24.2.2 低ガス庄ケーブル

20kVないし30kV敵地申送電線にはSLケーブル

とともに低ガス圧ケーブルが採用され,すでに数年間に

わたる運転 績をもっているが,最近はそのすぐれた特

長すなわち鉛被事故の発見,油流下の僅少などの点が認

められ,広く使われようとする情勢になってきた｡

日立電線では昭和31年日本国有鉄道に3×50mm2を

約700m納入したのに引続き,32年虔は関西電力株式会

社に3×150mm2を約900m納入した｡これは圧縮扇

形 体低ガス圧ケーブルで,

ス,マエフア一社製

線に当っては新設のスイ

線機を用いた｡導体断面は紙しわ

の発生を防ぐため楕円形に近い扇形とした｡接続箇所は

9箇所でその接続,端末処理一切を日立電線において施

工した｡弟9図にその布設状況を示す｡

従来扇形導体の低ガス圧ケーブルの性能が円形導体ケ

ーブルの性能に比べてやや劣っていたのは,扇形である

ために紙しわの発生する機会が多くなり,そのためイオ

ン化開始電圧が低くなるのが原因であった｡

今回のケーブル製造にあたっては,以上の諸点を改善

した結果電気的特性のすぐれた,しかも油流下量の少な

いケーブルを造ることに成功した｡

次に低ガス圧ケーブルのような内圧型ケーブル用シー

スとしては従来は鉛被またほ補強鉛被が用いられてきた

が,世界的な鉛不足,経済性ならびにすぐれた耐内圧強

度などのために,欧米特に欧州ではこれがアルミに き
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替えられる趨勢にある｡日立電線においてもアルミ被の

問題を検討した｡

昭和31年度にスエージング機を据付けたが,32年度は

20kV3×250mIn2低ガス圧ケーブルのコアを用いてア

ルミ被ケーブルを試作した｡すなわちクリアランスをも

ったアルミパイプの中にコアを引き込みスエージング法

により外径を引き落した｡この方法はシンキング法に比

較してパイプの長さ方向の伸びが小さく,かつ加工硬化

が小さいという特長がある｡試験結果はケーブルの電気

特性をなんらそこなうことなく良好な成績が得られた｡

アルミシースケーブルの場合問題となるのほ鉛二部の

腐蝕の問題,接続部のくり返し曲げによる疲労の問題で

あるが,これらについては塩水噴霧試験,ビレリ塾くり

返し曲げ試鹸,モデルマンホール試験などを実施中であ

る｡

またアルミシースケーブルでは防蝕方

法が重要な問題となる｡この点に関して

はビニルポリクワロブレン,ポリエチレ

ンなどを防蝕層とする試料をモデル布設

し,経年変化の検討を始めた｡

次に低ガス圧ケーブルの電気特性で重

要な要素となる自己回復作用について

は,シャンクリン氏によれば静電気力に

よって導体表面部分に油が再酉己置される

第40巻 第1号

第9図 20kV3×150mm2低ガス圧ケーブル

の布設状況

第10図 3kV3×100mm2 プチルゴム絶縁

二重鉄線鎧装竪坑ケーブル

といわれているが,日立製作所日立研究所で実験したと

ころによると,静電気力よりもむしろ,放電時の瞬時的

なストレスによって紙の突合せ目に油が流入するものら

しいという興味ある結論が得られた｡これは短尺の実験

室的試料によって得られた結論であるが,さらに長尺の

実際のケーブルについても実験を進めている｡

24.2.3 プチルゴムケーブル

プチルゴムほ天然ゴムに比べて耐熱性,耐オゾン性が

特にすぐれており,また特有の加工上の困難性も逐次解

決されたため,送配電用ケーブルや発 所主幹ケーブル

などの電力伝送用ほもとより,その特長を生かした特殊

な用途にも使用されるようになった｡すなわち堅坑ケー

ブル,架空ケーブルなどにも応用され,ますますその用

途は拡大されてきている｡また端末処理の容易なことや

保守に便利なことなどから,ここ1年間にその 要畳も

増加の一途をたどっている｡

以下項を追って32年度における進展の跡を回顧してみ

る｡

(a)竪坑ケーブル

弟10図は三菱鉱業株式会社上山田鉱業所に納入し

た3kV3×100】nm2プチルゴム絶縁二重鉄線鎧装堅

坑ケーブルである｡竪坑ケーブルには従来鉛被紙ケー

ブルが用いられてきたが,特に最近のように坑床が深

くなると,油流下による絶縁耐力の低下が懸念され,

特殊な考慮を払わなければならない｡したがってこの

ような布設条件で用いられるケーブルにはプチルゴム

やポリエチレンなどの固形絶縁材料を用いた構造のも

のが理想的である｡今回納入したブチルゴム絶縁竪坑

ケーブルの使用電圧は3kVであるが,導体上およぴ

絶縁体上に半導電層を設け,各心

力の向上を因っている｡

蔽を施して絶縁耐

なおこのケーブルには電力線心のほかに8m皿2の

接地線が挿入されており,撚合わせ後ポリクロ∵ロブレ

ンシース上のカンバステープ上には直径 4mm の鉄

線で二重に鎧装が施されている｡

(b)海底ケーブル

第11図は三菱鉱業株式会社に納入した 3kV3×

100mm2 プチルゴム絶縁一重鉄線鎧装海底ケーブル

の断面図で,長崎県高島～端島間の既設ケーブルの補

修に用いられたものである｡当地は長崎港外にあり,

風波が高く,特に台風の進路に当っているため鎧装鉄

線の岩鹿による摩耗が激しく,波打際の事故が最も多

い｡したがってこのケーブルには6mmの鉄線鎧装上

にポリクロロブレン保 層を設け,さらに綿帆布補強

を行った｡このケーブルほ5,500mを一条で製造した

ので,保護層の被覆にほ幾多の困難があったが.これ
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¢＼･-い認電厄

¢.プチルゴム絶縁体

④ プチルゴム引続テープ

(∂ 介在ジュート

@)ゴム引綿テープ

(う 座床ジュート

何 亜鉛メッキ鉄線

桓)クロロブレン

⑲ 組 帆 布

¢カ 導 体

⑩ プチルゴム絶縁体

⑩ ゴム引締テープ

@ 介在ジュート

㊥ ゴム引網テープ

第11図 3kV3×100mm2 一重鉄線鎧装プチ

ルゴム絶縁海底ケーブル断面図

第1表 40kVプチルゴムケーブルの電気的性能

を解決し,布設時の破損も少なく,堅牢であるとの好

評を得た｡

今後この橙の型式が海底ケーブルの鎧装に用いられ

るようになるものと思われる｡

(c)40kVブチルゴムケーブル

特別高圧ブチルゴム電力ケーブルの基礎研究ほ本ケ

ーブルの製造開始とともに進められてきたが,32年魔

の30kV扱ケーブルの試作に続き,40kV級ケーブ

ルの試作に成功した｡このケーブルの導体サイズは適

度な絶縁設計の観点から150皿m2とした｡わが国の

電力系統では40kV回路はほとんどみられないが,今

回の試作で30kV以上のケーブルに対する設計 造

の基礎が確立された｡弟1表にこのケーブルのおもな

気的特性を示す｡

なおこのケーブルに関してはさらにその特性を検討

中であり,引続き当工場の高

て使用し,長期間の

圧試験用リード線とし

用試験を行う予定である｡

(d)架空ケーブル

架空ケーブルは主として 済的理由に基き配電線濫

用いられるもので,小数回路を地中ケーブルとして埋

設する代りに,既設の電柱や建造物を利用してする場

合,また工場内,市街地などで裸線では危険な場合に

第12図 3,000V3×14mm2 プチルゴム絶縁

ビニルシースヒョウタン型ケーブル

用いられる電線である｡

従来この種のケーブルには鉛被紙絶縁,カンブリッ

ク絶縁などが用いられてきたが,日立電線ではプチル

ゴムを絶縁体とした線心をメッセンジャーワイヤに添

わせ,ビニルシースで一体とし断面をヒョウタン型に

仕上げた架空ケーブルを完成した｡

第12図ほ旭化成工 株式会社に納入した3kVブ

チルゴム絶縁ビニルシースヒョウタン型架空ケーブル

である｡このケーブルは化学工場内に使用されている

が,メッセンジャーワイヤがビニルで被覆されている

ので,腐蝕性のガスに侵されるおそれはない｡この種

のケーブルは布設費が僅少ですみ簡便であるので将来

ますます利用されるものと思われる｡

(e)ポイド放電のモデル的解析

高電圧のゴムケーブルには特に均一な性能が 求さ

れる｡ケーブルの性能の表示法としてほ交流,直流,

衝撃電圧に対する絶縁耐力および誘電正接が一般的で

あるが,実際のケーブルに対しては絶縁体内の空隙す

なわちポイドの有無がきわめて重要であり,これらの

本質的性能が論ぜられる以前に問題となる｡実際にポ

イドがある場合には絶縁耐力が著しく減少するため

に,材料固有の破壊電圧から推定される値よりもはる

かに低い電圧で破壊することが非常に多い｡したがつ

てプチルゴムケーブルでは絶縁耐力の優秀な材料を使

用すると同時にポイドのない理想的な絶縁体を被覆す

がとこ
･

㌧ 造の要点となる｡

以上の観点から日立電線では絶縁物中のポイド状態を

推定する方法およびポイドが絶縁性能に及ぼす影響など

について検討を進めている｡

24.2.4 プラスチックケーブル

ビニルおよびポリエチレンがケーブルの絶縁体として

用いられ始めてからすでに数年を経七,現在でほ安定し

た作 が行われており,その電線,ケ⊥ブルの需要も年■一

とともに増加している｡
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第13図101こⅤビニル絶縁ビニルシース

ケーブルおよび20kVポリエチレン絶

縁ビニルシースケーブル

しかしながら現在のところビニルはほとんど600V以

下の比較的低圧用に限られ,3,000V以上では高圧引下

線などの特殊な場合以外ほ使用されていない｡またポリ

エチレンも電力ケーブルとしては6,000Vまでほ多量に

用いられているが,10kV以上ではほとんど用いられて

いない｡

最近の文献によるとアメリカ,ドイツなどでは10kV

以上のビニル絶縁またはポリエチレン絶縁電力ケーブル

が相当実用に供されているので,これら合成樹脂の新し

い応用面として高電圧電力用ケーブルの研究,試作を行

･･∴､

まず各種配合のビニル混和物の電気的特性について研

究を始め,ついに実用に十分供しうるケーブルの試作に

成功した｡弟】3図右側ほ10kVビニル絶縁ビニルシー

スケーブルである｡ビニルほ国産品でありかつ安価であ

るので,今後この方面への開発が大いになさるべきもの

と考える｡

また弟】3図左側は20kVポリエチレ

ン絶縁ビニルシースケーブルである｡10

kV以上のケーブルでは導体上に半導

層を設ける必要があるが,ポリニチレン

絶縁の場合には問題があったので,日立

電線ではかねてからこの半導電層につい

て研究を進めてきた結果,きわめて満足

すべきものを得ることができた｡試作し

た 20kV ケーブルの成績も良好で,今

後ポリエチレン絶縁高電圧ケーブルの実

用が期待される｡

次にポリエチレンの研究として低圧重

合法ポリエチレンの実用化,および放射

線照射による各種プラスチックの改良を

行っている｡低圧重合法ポリエチレンの

軟化温度ほ従来用いられてきた高圧重合

法ポリエチレンに比べ,約200C高く機械的にも強くま

たストレスクラッキングに対しても強いという特長をも

っている｡これらの特長を生かし新しい応用面について

研究を続けてきた結果,近い将来このポリエチレンを用

いた電線,ケーブルの工業化ができる見通しがついた｡

ポリエチレンにr線などの放射線を照射することによ

って,その耐熱性や機械的特性が改良されることはすで

に文献に発表され,米国では実用に供されているが,日

立電線においても各種プラスチックの放射線照射による

改良について,日立製作所中央研究所と協同で研究を行

い,種々の有効な資料を得ておりさらに研究を続行中で

ある｡

24.3 通信ケーブル

通信ケーブルとしては古くから紙や鉛が使用されてい

たが,戦後通信技術の発達に伴い,高度の性能を有する

通信ケーブルが要求されるようになるとともに,合成樹

脂材料の急速な発達とあいまって,ポリエチレン,塩化ビ

ニル樹脂などが絶縁体や外部被覆として使用されるよう

になってきた｡この傾向は欧米諸外国においても,それ

ぞれ独自の進路をたどっており,合成樹脂応用の通信ケ

ーブルの分野が拡大されている｡わが国においても通信

網の急速な拡充,保安通信網の整備およぴテレビジョン

放送開始などに応じて,これら合成樹脂材料使用の通信

ケーブル方式が急速に拡充されており,今後も著しく発

展することは必須の情勢にある｡

日立電線ではこの趨勢に対応して,新製品の試作研究

に努力するとともに,生産設備の増強,生産の合理化お

よび品質の改善などに努め多くの成果をおさめた｡

24.3.1局内ケーブル

従来の局内ケーブルは絹,綿糸などの繊維質絶縁材料

第14図 各種 PVC局内ケーブル

左 0.65mmx48心 プリント局内ケーブル

中 0,9mmxlO対 PVC搬送局内ケーブル

右 0.65mmx400対PVC成端局内ケーブル

ヽ
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を使用しているため,耐湿.耐火および

防塵の点で好ましくなかったので,その

点を改良しポリエチレン,塩化ビニル樹

脂およぴナイロンなどの合成樹脂材料を

絶縁体および外被として使用した｡いわ

ゆるプラスチック局内ケーブルを研究,

製造して大量に納入した｡

PVC搬送用局内ケーブルは搬送ケー

ブルの成端および局内配線に使用される

ため,高度の性能が要求されているが,

360kcにおける諸特性も日本電信電話公

社の仕様に十分合格する製品を納入し

た｡

局内成端用PVCケーブルは市内ケー

ブルの局内成端に使用され,火気を使用

しないダム用コンパウンドの完成ととも

に,成端作業の能率化を図りうる局内ケ

ーブルを製作している｡
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第15図 1･2mmx6対発泡ポリエチレン絶縁
0･9mmx24対ポリエチレン絶縁

ビニルシース市
外複合ケーブル

第16図

PVC局内ケーブルはクロスバー交換機の配線にも使

用され,心線 別として心線組合わせ群別着色と直線状

マークの併用により,従来の局内ケーブルと比政して,

一段と心線 あり,表面漏洩抵抗を高くし,

通信障害の心配のない局内ケーブルを納入している｡

24.3.2 市内ケーブル

市内ケーブルとしてはプラスチック通信ケーブルの普

及はめざましいものがあり,特に日立

製

線独自の設計,

によるポリエチレン絶縁のケーブル本体とメッセソ

ジャーワイヤとをビニルシースで覆い,断面をヒョウタ

ン型とした,いわゆるヒョウタン型ケーブルの

わめて大で納入量は延1,500hnを越えた｡

要ほき

24･3･3 プラスチック市外複合ケーブル

電力会社における保安通信用ケーブルは,従来の油紙

絶縁鉛被ケーブルに代って,ポリエチレン絶縁ビニルシ

ースケーブルが大量に使用されているが,ポリエチレン

のもつすぐれた特性をそのまま生かし,ポリエチレンの

中に不活性ガスの気泡をもうけた,いわゆる発泡ポリエ

チレンを絶縁体とする通信ケーブルが使用されるように

なってきた､｡発泡ポリエチレンは誘導率を小さくするこ

とができるので,ケーブルの減衰量を小さくすることが

可能であり,搬送ケーブルの絶縁体とLて使用されてい

･∵

この種ケーブルとして,東京電力株 会社に1.2mInX

6対発泡ポリエチレン絶縁および0.9mmx24対ポリエ

チレン絶縁市外複合ケーブルを大量に納入した｡

24.3.4 タロlロブレンシーステレビカメラケーブル

商業用および工業用テレビジョンの発達は最近著しい

ものがあり,テレビ技術の発達とテレビ内容の充実に伴

2乱bポリクPロプレソシーステレビカメラケーブル

い,テレビカメラケーブルにも高度の性能が要求される

ようになってきた｡特に頻繁急速な方向変換,位置の移

動および衝撃などにより,テレビカメラケーブルに要求

される機械的特性ほ,従来のビニルシースでは満足され

ないようになってきた｡

日立電線ではこの要求に対して,クロ∵ロブレンシース

テレビカメラケーブルを製造した｡このケーブルの特長

として

(1)冬期における可扶性と耐衝撃性を向上させた｡

(2)耐圧着性が強く少しぐらいの重量物による圧着

でほ事故を生じない｡

(3)エッジによるシース外傷を受けにくい｡

(4)高所に吊下げる場合でも特別な装置を必要とし

ないことなどがあげられる｡

24.3.5 電磁遮蔽ケーブル

送ノ 線系統における直接接地方式の採用および日本国

有鉄道の一部交流 化方式の採用などにより,通信凝へ

導障害ほ大きな問題となってきている｡

電磁誘導 蔽ケーブルはその用途によって各種の構造

と性能を必要とし,日立電線ではこれらの要求を満足す

る電磁 蔽ケーブルを 追納入している｡

日本国有鉄道納1.3mmx8対ポリエチレン絶縁ビニ

ルシース市外星A型ケーブルは弱磁界の 廠のもので,

蔽材料の選択には特に意を用い,十分の裕度をもって

規格に合格するケーブルを製造し納入した｡

24.3.d 通信ケーブルの米国への輸出

また特筆すべきものとしては米国ウェスタン杜への輸

出があげられる｡これほウエスタン杜との長期契約によ

るもので,すべてウェスタン杜の仕様により製造し全工

程における作業法の改善および品質管理の徹底を行った
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結果,良好な成績で納入しているが,特に鉛-アンチモ

ンー銅の三元合金鉛の被鉛作業は好評を得ている｡

24.4 電気機器用電線

24.4.1ヒクエステル銅線

ホルマール銅線が出現して以来約8年を経過した今

日,従来の油性エナメル銅線の大半はこれに置きイ~eえら

耐熱性,耐溶剤性などの性能の向上をみ

たが電気機儲の′J→型軽量化のためにはさらに耐熱度の高

いマグネットワイヤが必要となってきた｡

ヒタエステル銅線ほこのような要望にこたえて日立電

線が製品化した耐熱マグネットワイヤの一種で,多価ア

ルコールと多塩基酸との縮合忙よって生成されたポリェ

スチル系の縮合樹脂

ある｡

料を導体上に塗布焼付けたもので

このマグネットワイヤは耐熱老化性がすぐれ,F穐

(1550C)まで使用することが可能であり,また耐熱軟化

性,耐摩耗性,可挟性などにもすぐれた特長を有し,各

方面で好評を得ている｡

24.五2 電気機器用□出線

電気機器用口出線についても種々の改良が重ねられ

た｡すなわちゴム絶縁クロ∵ロブレンシースロ出繰よりも

耐熱性,耐オゾン性にすぐれたプチルゴム絶縁クロ∵ロブ

レンシースロ出線および,さらに高温(2500C)まで使用

可能な珪素ゴム絶縁口出線が改良,量産されて広く実用

に供され,また耐熱度がそれら両者の中間に属するもの

として新しい合成ゴム,ハイパロンを絶縁体およぴシー

スに共用したハイパロン絶縁口爪繰が誕生した｡

24.5 そ の 他

24.5.lハイパロン電線

火力発電所において操作,制御,計器用など神経系統

回路に働く制御ケーブルは絶対無事故であることが要求

される｡ボイラ付近など周囲温度のきわめて高い場所に

は珪素ゴム絶縁制御ケーブルがすぐれた耐熱性のために

算用されているが高価であるという欠点がある｡

珪素ゴム(1800C)ほど耐熱性の必要がない場合にはハ

イパロン絶縁ハイパロンシース制御ケーブルが好適であ

る｡これは連続1050C短時間ならば1200Cまで使用する

ことができ,耐慎性,耐薬品性,耐摩耗性がすぐれてお

り,難燃性であるため長期間安心して使用でき,また火

災の場合でも延焼のおそれがない｡

日立電線では昭和32年3月わが国最初のハイパロン制

御ケーブルを関西電力株式会社姫路火力発電所に納入し

た｡このほかハイパロンほ耐オゾン性,耐トラッキング

性がすぐれているので,3kVおよび6kVの高圧引下線

として好適であり,今後ますます応用面が拡大するもの

第17図 ハイ′ミロソ御制ケーブル

第18図 4×30m‡n2防爆型クPロフ~レン

キャブタイヤケーブル

と思われる｡

24.5.2 国産珪素ゴム絶縁電線

日立電線と信越化学工業株式会社との多年にわたる協

同研究が結実して,熱空気加硫型の国産珪素ゴムが完成

されたし｡これは最優秀の外国製品と比肩するすぐれた特

性をもち,合成ゴム中国内で大量に実用化された唯一の

ものである｡特に吸水性,物理特性が著しく改良され,

の優秀な珪素ゴム絶縁電線,口出線,航空機用耐熱

電線などができるようになった｡

24.5.3 防爆キャブタイヤケーブル

鉱山,炭坑において採掘機械の電源供給用として使用

されている4瞳キャブタイヤケーブルほ衝撃,圧縮など

を受けた場合,短絡時の電気火花によって爆発事故をひ

き起すことがあった｡日立電線では三菱鉱業株式会社の

要望にこたえて各線心上に金属 蔽体を設けて,線間短

絡以前に地絡を起させ,接地継電器によって回路を

する防爆型キャブタイヤケーブルを完成した｡このキ

ャブタイヤケーブルほ資源技術試験所の型式検定に合格

し,目下大量に受注製造中である｡

24.5.4 複合キャブタイヤケーブル

コールカッタ,ローダなどに使用される電力用何路と

操作線とを組合せた復合キャブタイヤケーブルにおいて

は操作線の断線事故が起りがちである｡

日立電線でほ導体の紳線化と独特な線心 合せ方式の

採用などによって,断線のおそれがなく機械的に強靭で

取扱いに便利な新型複合キャブタイヤケーブルを完成し

た｡




